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J-PARC超高圧中性子回折装置PLANET発進
Take Off of the J-PARC High-Pressure Neutron Diffractometer PLANET
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超高圧中性子回折装置 PLANETは、東海村の J-PARC物質生命科学実験施設 (MLF)に建設されている高圧専用の分光
器である。「水素をよく見ることができる」という中性子の特徴を生かし、地球ダイナミクスに及ぼす水の影響を調べる
ことを、その主たる目的としている。その最大の特徴は一軸あたり 500トン重の最大荷重を持つ 6油圧 6軸型の大型高
圧プレス (通称:圧姫)を分光器室内に導入し、高圧高温 (20万気圧、2000K以上)における物質 (結晶・液体)の状態を、
中性子回折、中性子イメージング技術を使って調べることができる点である。現在、新学術領域研究および学術創成研
究の科研費を資金に建設が進められている。本発表では、その建設およびコミッショニング状況に関して紹介する。昨
年度、その目玉となる高圧プレス「圧姫」を無事導入し、分光器の建設をほとんど完了した。昨年度 1月に先の地震以
来のビームをうけいれ、コミッショニングを始めた。本年夏までにコミッショニングを終え、秋以降 Projectメンバーに
よる共用が開始される予定である。
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